
東京の海を活用する
環境親和型海洋発電技術展開事業

環境親和性、メンテナンス性の高い振動誘起循環流を基盤とする発電技術をハイブ

リッドに活用しカーボンニュートラルを実現可能な技術を東京の海に展開すること

により，カーボンフリー東京を目指す。

No.６
1.1 億円程度

（事業期間3年間）

風，潮流，波
⚫ 自然の流れのエネルギーを自励的な振動フラッタ
現象で増幅

⚫ 振動をしなやかな管振動誘起循環流に変換発電
⚫ 海に優しい，魚に優しい，人に優しい分散型電源

発電
循環型社会

災害対策

カーボン
ニュートラル

流れ

振動誘起循環流(VIC Flow)

振動

■発電装置の規模（大きさや重さ）の想定
・いかだや刺し網のロープのようなものにつけての利用であれば 1m程度のものを想定
小さい分、数を増やすことで対応し複数個配置することを想定

・また、海底に設置し、昆布のように利用する場合は水深により3－5mぐらいを想定
水面との距離を設定し、小型船などの航行西小が出ないような配置を想定

■実証実験時や実装化した後の設置場所
・沿岸部であれば、あつかいやすい2-5mの海域（伊勢エビの網のスケール）
・沖合部であれば、いかだなどに配置することを想定（刺し網スケール）

■船などの通過時に衝突する可能性があるのかなど）について
・大型船が航行する領域には配置を考えていないが、小型船に関しては水面下に設置することで、
スクリューなどへの巻き込み等を防止。（海藻の上を船が航行するイメージ）

・また、航路をさけることでいかだなどに設置するタイプではどこにでも配置可能ではないかと思案



〇 カーボンニュートラルを目指しカーボンフリー東京の実現。

〇 安定した電源により防災対策として諸島部に安心と安全を提供する。

事業内容の詳細

事業実施による効果

No.6

○ 環境親和性の高い分散型の次世代型技術による海洋発電技術を展開可能な東京に

• 広大な東京都の海（排他的経済水域は国内の約４割）において、潮流や波力などの

海洋エネルギーをシートの振動を介して振動誘起循環流に変換し発電を行う。

• 海洋生物に優しく、高いメンテナンス性を有する、海に寄り添った環境親和性の高

い分散型の技術として、地域の特性や環境に配慮した導入ができるように地域と連

携する仕掛けとともに社会実装を進める。
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